
２　事業概要

（1）　総括事項

　本年度は、給水戸数は微増、給水人口は微減となり、料金収入となる年間有収水量は、前年度

より増加しました。

  経常的な事業収入では、料金収入そして給水申込納付金ともに増加となりました。

料金収入の増加要因は、新型コロナウイルス感染症の影響による家庭内での使用水量の増加等が

考えられます。事業支出では、主に委託料が増加しましたが、修繕費等の削減に努め、事業収支

については純利益となりました。

　施設改良費については、水道施設整備を推進するため、配水管の布設替等工事、常盤平地区

９号井改修工事他を実施しました。

（2）　業務の状況

　本年度の年間給水量は 7,842,203㎥で、前年度に比べ 209,387㎥の増加となりました。

　有収水量は 7,458,024㎥で、 前年度に比べ 331,416㎥の増加となり、有収率につきましては、

前年度に比べ 1.73ポイント増の 95.10％となりました。

　また、北千葉広域水道企業団からの受水量は 5,313,213㎥で、総給水量に占める割合は

67.75％となりました。

（3）　経理の状況

　収益的収支については、事業収益 1,618,656,606円に対し、事業費用が 1,501,533,965円で

差引き 117,122,641円の純利益となりました。

  収支の内訳は、 事業収益では、営業収益 1,303,133,922円、営業外収益 315,522,684円で、

主なものとしては、 給水収益 1,192,326,892円、 長期前受金戻入 219,110,401円などです。

　事業費用では、営業費用 1,441,072,770円、営業外費用 60,461,195円で、主なものとして

は、減価償却費 551,822,421円、受水費 343,307,130円、企業債支払利息 60,118,172円など

となっています。

（給水量に占める割合％） (67.75) (65.18) (2.57)

有 収 率 （ ％ ） 95.10 93.37 1.73

北千葉広域水道企業団からの受水量(㎥） 5,313,213 4,975,276 337,937

１日最大給水量 (㎥） 24,540 23,730 810

有 収 水 量 ( ㎥ ） 7,458,024 7,126,608 331,416

給 水 人 口 ( 人 ） 79,045 79,212 △ 167

年 間 給 水 量 ( ㎥ ） 7,842,203 7,632,816 209,387

事　　　　　　項 令和２年度 令和元年度 前年度との差

給 水 戸 数 ( 戸 ） 40,387 40,099 288



  資本的収支については、収入額 67,204,782円に対し、支出額は、502,258,990円となり、

収入額の内訳は、他会計負担金 19,146,000円、水源費負担金 20,751,500円、工事負担金

27,307,282円です。

　また、支出額の主なものは、施設改良費 305,078,936円、企業債償還金 195,289,624円です。

　収入額が支出額に不足する額 435,054,208円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支

調整額 23,981,681円、過年度分損益勘定留保資金 411,072,527円で補てんしました。

（4）　老朽管更新事業

　【事業の目的】

　　　　○ 耐震性の向上を図り、給水を安定させる。

　　　　○ 漏水を防止し、維持管理費の節減を図る。

　　　　○ 安全で良質な水を供給する。

　【事業の経緯と現況】

　　　本事業は、計画的に老朽管の布設替工事を実施すると同時に他事業の水道管移設や切廻し

　　依頼による布設替工事を実施するものです。令和２年度においては、1,409.7ｍの布設替等

　　工事を実施しました。
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収 入 67,204,782 28,913,200

支 出 502,258,990 433,854,704

不 足 額 435,054,208 404,941,504

(単位：円)

令和２年度 令和元年度
収
益
的
収
支

事 業 収 益 1,618,656,606 1,543,050,057

事 業 費 用 1,501,533,965 1,514,168,190

純 利 益 117,122,641 28,881,867


